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読むこと①
第2学年

例示の配列を推論するこͱͰ文章展開の効果を考えよう

・ʮ個人ʯͰ根拠をちɺʮグループʯͰ意見を比べͯ推論͢Δͱいう順序Ͱ活動͢ΔこͱͰɺ筆者
の論理の展開意図を考えΒΕΔΑうʹͳΔɻ

・ʮ例示ʯの配列を意識ͯ͠作文を書くこͱʹΑΓɺ例示͕主張を支えΔ大͖ͳ根拠ʹͳͬͯいΔͱ
気付くこͱ͕Ͱ͖ΔΑうʹͳΔɻ

叙述の順序͕書͖手の考えʹͲのΑうͳ説得力をもたΒしͯいるの͔
を考えͳ͕Β読むこͱ͕Ͱ͖ͳい。

分析的ʹ考える
ʰ動物園ͰͰ͖Δこͱʱ三省堂

目標ɹʮ本論ʯͰ書͔ΕͯあΔ例示ʹͭいͯ考えɺ自分ͳΓの根拠をͭɻ
内容ɹ・ʮ本論ʯの例示を別々ʹ提示͠ɺ根拠をͱʹ配列を考えΔɻʢ個人Ͱʣ
ɹɹɹ・グループͰ意見を交流͢ΔこͱͰ筆者の論理の展開を推論͠ɺ仮説を立ͯΔɻ
ɹɹɹ・筆者の配列を知Γɺ自分たちの仮説ͱ比較͢Δɻ
ɹɹɹ・学習͠た説明文の形式を使ͬͯ作文を書くɻ

単元名

本論の具体例の順番͕何
͔ʹ関係あΔの？
筆者͕思いͭいた順番
͡Όͳいの？
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文章の構成段落相互の関係を考えͯ読ΊͯいͳいたΊʹ要
旨͕͔ͭΊͳいɻ

叙述の順序͕書͖手の考えʹͲのΑうͳ説得力をもたΒしͯ
いるの͔を考えͳ͕Β読むこͱ͕Ͱ͖ͳい。

書͖手ののの見方考え方を伝えΔたΊのɺ論理の展開の
意図を読み取Δこͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

つまず͖の実態

わ͔Γ͢く伝えΔ

分析的ʹ考える

学ͼの扉をͻΒく

学習内容ʢ単元名ʣ

第1学年

第2学年

第3学年
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ʮ本論ʯの例示を別々ʹ提示しɺグループͰ意見を交流しͳ͕ら筆者の論理の展開を推論しɺ正し
い配列ʹついͯ根拠をもͱʹ仮説を立ͯさせるɻ

ʢ期待さΕΔ生徒の姿ʣ
個人の意見を比較ͨ͠Γ·ͱΊͨΓ͢Δ
こͱʹΑΓɺ論理の展開を推論͢Δこͱ
͕Ͱ͖Δɻ·ͨɺ内容・形式ͱʹ注目
͢ΔこͱͰɺ前後の段落͔Β根拠を見ͭ
け出͢姿勢͕生·ΕΔɻ

教科書Ͱ学習した説明文の形式を用いͯ作文を書͔せるɻ
活動ͷͶらい▶・筆者の論理の展開を模倣͢ΔこͱʹΑΓɺ筆者ののの見方やͱΒえ方の追体験を͢Δɻ

筆者ͷ論理ͷ展開を模倣し生活作文を書くこͱʹよΓɺ筆者ͷ見方や意図を知Δこͱʹͭͳ͕Δɻ今回
特ʹʮ本論ʯͷ例示ͷ配列ʹ意識をさせΔこͱͰɺ例示͕筆者ͷ主張を支えΔ大͖ͳ根拠ʹͳͬͯいΔこ
ͱʹ気付͔せΔɻ

ʢ期待さΕΔ生徒の姿ʣ
ʮ本論ʯの例示を配列͢Δこ
ͱʹΑΓɺͲのΑうͳ説得
力をͨΒͯ͠いΔの͔検
討͢Δɻ同͡例示Ͱ並べ
方ʹΑͬͯ効果͕変わΔこ
ͱを体験Ͱ͖Δɻ

活動ͷͶらい▶・ͦΕͧΕの根拠を出͠合いɺ比較ͨ͠Γ·ͱΊͨΓͯ͠いく中Ͱ論理的ͳ読Έを深ΊΔɻ

個人ͷ意見ʢパーツʣをグループͰ集めɺ比較したΓまͱめたΓしͯいくこͱ͕ɺ筆者ͷ論理ͷ展開を推
論すΔこͱʹͭͳ͕ΔɻここͰし͔ͬΓͱ仮説を立͓ͯͯくこͱͰɺ次ͷ段階Ͱ筆者ͷ意図を考えΔ大͖
ͳ手立ͯʹͳΔɻ

論理の展開を推論すΔ
ʮ野生生物の魅力を引͖出ͨ͠
いʯͱいう筆者の思いʹ照Β͠
合わせͯ3ͭ の例示を比較ͯ͠
ΈΔͱ…ɻ
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